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定
朝
様
式
継
承
の
様
態

ーー
法道
寺阿
弥
陀
如
来
像の
場合

山
自奇

之
隆

は
じ
め
に

十
一
世
紀
中
ご
ろ、
定
朝
が
完
成
し
た
仏
像
の
典
型
は
そ
の
後
永
く
造

仏
界
に
影
響
を
及
ぼ
し、
数
多
く
の
定
朝
様
式
に
よ
る
仏
像
を
造
り
出
す

こ
と
に
な
っ

た。
し
か
し、
表
情
の
類
似
や
す
法、
比
例
の
同
一
性
な
ど

定
朝
仏
と
の
直
接
的
な
関
係
が
確
め
ら
れ
る
例
は
以
外
に
少
い。

た
と
え
ば
定
朝
作
品
の
中
で
も
最
も
高
い
評
価
を
得
た
西
院
邦
恒
堂
の

阿
弥
陀
加
来
像
が
仏
師
院
朝
に
よ
っ

て
計
測
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る。
こ
の
計
測
の
目
的
が
何
で
あ
っ

た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が、
定

朝
仏
に
つ
い
て
の
貴
重
な
記
録
と
し
て
以
後
の
造
仏
に
も
活
用
さ
れ
た
は

ず
で
あ
る。
そ
の
計
測
値
の
使
用
例
を
探
る
こ
と
が
定
朝
様
式
継
承
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う。
そ
の
第
一
歩
と
し
て

、

法
道
寺
阿
弥
陀
知
来
像
を
例
に
そ
の
す
法
的
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

る

（→ 
「

仏
の
本
様」

の
計
測
値

『
長
秋
記』
に
よ
れ
ば
長
承
三
年
六
月
十
日
仏
師
院
朝
は
西
院
邦
恒
堂

に
参
じ、
「

天
下
以
是
矯
備
本
様」
と
讃
え
ら
れ
た
定
朝
作
の
丈
六
阿
弥

陀
如
来
像
を
計
測
し
た。
計
測
は
六
三
箇
所
に
及
ぴ、
中
に
は
意
味
不
明

の
部
位
や
計
測
漏
れ
も
あ
る
よ
う
だ
が、
日
没
と
なっ
て
衣
文
の
数
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
記
す
な
ど
像
表
面
の
す
べ
て
を
把
握
し
よ
う

と
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る。
何
ら
か
の
造
像
に
利
用
す
る
目
的
が

あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う。

一 （ー） ー

西
院
像
の
計
測
値
に
関
し
て
は
す
で
に
毛
利
久
氏
の
論
究
が
あ

る。
寵1）

そ
の
中
で
各
数
値
が
平
等
院
阿
弥
陀
如
来
像
に
近
似
す
る
こ
と

か
ら
像
様
も
相
似
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
結
論
が
示
さ
れ
て
い
る。
そ
れ

は
決
し
て
不
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が、
毛
利
氏
が
比
較
検
討
し
た
部

位
は
一
二
箇
所
に
す
ぎ
ず、
そ
の
平
等
院
像
の
計
測
値
も
正
確
と
は
い
え

な
い。
現
在
で
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
写
真

測
量
に
よ
る
実
測
図
が
あ
り、
細
部
寸
法
の
比
較
は
一
段
と
容
易
か
っ
正

確
に
で
き
る
よ
う
に
なっ
た。
そ
こ
で、
こ
の
実
測
図
を
用
い
て
平
等
院

像
の
各
す
法
を
割
り
出
し、
西
院
像
と
の
異
同
を
改
め
て
確
認
し
て
お
く。

（
表
I）

表
に
は
比
較
可
能
な
箇
所
と
し
て
三
六
箇
所
を
取
り
上
げ
た
が、
そ
の
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表 I 西院邦慣堂阿弥陀加来像法畳表 （平等院阿弥陀如来像 と の比較）

� 

I頁 自 解 釈 西 院 イ象 平 等 院 像
寸 法（寸） 寸 法（cm ) 寸 法（cm ) 大小関係 自民大÷小X%)

面（ 正面定也） 髪際～顎 1 尺 7 す 51 . 5  51 . 4  酋 ＝ 平 1 %以内

白髪際至眉 間玉径 髪際～白星量下 3 寸 5 分 10 . 6  10 . 4  =;o 2 % 

白髪際至険 髪際～上険 6 寸 4 分 19 . 4  18 . 0  ＞ 8 % 

白眉至髪際 髪際～眉 3 寸 2 分 9 . 7  8 . 9  ＞ 9 % 

二眉 間 1 寸 5 分 4 . 5  4 . 4  1 %以内

眉（ 絃定） 6 す 18 . 2  19 . 4  く 7 % 

自 験 眉 下 2 寸 7 分 8 . 2  8 . 9  く 9 %  

二日間 両目頭間 2 寸 8 分 8 . 5  10 . 2  く 20% 

白 髪際至鼻上 髪際～鼻下 l 尺 8 分 32 . 7  32 . 9  1 %  

目上下綻 5 分 1 .  5 2 . 2  く 32% 

鼻下核 小鼻張 4 寸 2 分 12 . 7  12 . 9  一『 2 % 

同下ヨリ至唇上 鼻下～上唇（ 人中） 1 寸 4 分 4 . 2  4 . 0  ＞ 5 % 

同 穴下ヨリ至唇上 小鼻下～上唇 1 寸 5 分 4 . 5  4 . 9  く 8 % 

上下唇 唇厚（中心） 1 寸 3 分 3 . 9  4 . 0  『』 3 %  

自上唇鰭至鼻下 鼻下～上唇（ 上端） l 寸 1 分半 3 . 5  3 . 5  1 %以内

小願横 小顎幅 5 寸 7 分 17 . 3  16 . 5  』『 4 % 

小顕至唇下 下唇～顎 3 寸 9 . 1  10 . 4  く 14% 

三道 上 1 す 3 分 3 . 9  4 . 4  く 13% 

中 l 寸 7 分 5 . 2  5 . 4  =;o 4 % 

下 2 寸 6 . 1  5 . 9  『一 3 % 

惣 合計 5 寸 15 . 2  15 . 8  a『－ 4 % 

左右雪質問 面幅 l 尺 8 寸 54 . 5  53 . 4  『一 2 % 

左右耳間 耳張 2 尺 3 す 4 分 70 . 9  69 . 4  『』 2 % 

二耳垂内閲 両耳染付根間 1 尺 6 す 48 . 5  48 . 5  1 %以内

頚横（ 嘗三道中定也） 首幅 1 尺 4 す 5 分 43 . 9  42 . 7  ι 『 3 % 

左右肩関（自下三道三寸二分下定也） 肩幅 4 尺 6 寸 6 分 141 . 2  141 . 6  1 %以内

左右瞥間 肘張 5 尺 6 す 3 分 170 . 6  166 . 8  『』 2 % 

左右手（定印也） 2 尺 1 寸 5 分 65 . 2  68 . 4  く 5 %  

左右足指 両足指先問 5 尺 5 寸 166 . 7  166 . 8  1 %以内

左右膝関 膝張 7 尺 7 寸 233 . 3  226 . 5  ＞ 3 %  

膝敦 膝厚 1 尺 5 寸 45 . 5  40 . 0  〉 14% 

白髪際至乳 髪際～胸乳 4 尺 4 寸 6 分 135 . 2  134 . 4  1 %以内

白髪際至腹敏 髪際～腹線 5 尺 5 分 153 . 0  152 . 6  1 %以内

手高 定印厚 7 寸 21 . 2  20 . 7  云手 2 % 

自座面至髪際 髪際高 8 尺 242 . 4  240 . 6  1 %以内

自管下至花賞面 脅下～像底 l 尺 9 寸 57 . 6  48 . 9  ＞ 18% 
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う
ち
明
ら
か
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
は
髪
際
l

眉、
髪
際
l

験、
両
日

頭
間
等
数
箇
所
で、
他
は
概
ね
近
似
し、
ほ
ぽ
完
全
に
一
致
す
る
箇
所
も

あ
る。
ま
ず、
髪
際
高
は
実
測
図
が
二
四
0
・
六
セ
ン
チ
（
七
尺
九
寸
四

分）
と
八
尺
に
満
た
な
い
が、
そ
の
差
は
一
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
で
ほ
と
ん

ど
無
視
し
て
よ
い
誤
差
で
あ
ろ
う。
同
様
に
肘
張
も
膝
張
も
近
似
し、
両

足
指
聞
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る。
た
だ、
膝
厚
は
西
院
像
の
方
が
厚
く、

安
定
感
の
あ
る
像
で
あ
っ

た
と
想
像
さ
れ
る。

頭
部
で
は
髪
際
l

顎
は
ほ
ぼ
同
す
だ
が
面
幅、
耳
張
は
心
持
ち
広
め
で

あ
る。
し
か
し、
そ
の
差
は
二
パ
ー

セ
ン
ト
で
造
形
上
大
き
な
影
響
は
な

い
で
あ
ろ
う。
強
い
て
い
え
ば
「

尊
容
如
満
月」
と
形
容
さ
れ
る
定
朝
仏

と
し
て
は
西
院
像
が
よ
り
相
応
し
い
こ
と
に
な
ろ
う
か。
問
題
は
髪
際
l

眉、
髪
際
1

験
で
と
も
に
平
等
院
像
に
比
べ
大
き
く、
そ
の
差
は
各
九
パ
l

セ
ン
ト、
人
パ
ー

セ
ン
ト
に
達
す
る。
髪
際
l

鼻
は
ほ
ぼ
同
寸
な
の
で
西

院
像
の
方
が
や
や
眉
目
が
下
が
り、
結
果
的
に
鼻
が
少
し
短
め
に
な
る。

こ
の
点
に
関
連
し
て、
『

長
秋
記』
に
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る。

長
承
三
年
六
月
四
日、
鳥
羽
御
堂
の
造
仏
に
つ
い
て
の
検
分
が
行
な
わ

れ、
仏
師
賢
聞
の
仏
像
が
「

御
偽
鼻
頗
短
少
也」
と
批
評
さ
れ
た。
こ
れ

に
対
し
源
師
時
は
「

西
院
備、
其
鼻
小
様
所
見
給
也」
と
の
意
見
を
述
べ

て
そ
の
欠
点
を
正
当
化
し
て
い
る。
そ
の
後
の
改
直
す
べ
き
項
目
の
中
に

之

は
鼻
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で、
鼻
の
修
正
は
免
れ
た
の
で
あ
ろ、っ。
烏

隆崎

羽
御
堂
の
造
営
に
は
平
等
院
も
参
考
に
さ
れ
て
お
り、
鼻
が
短
い
の
は
定

山

朝
仏
の
中
で
も
西
院
像
の
み
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
考
え
ら
れ
る。
お
そ
ら

く
平
等
院
像
は
池
の
対
岸
か
ら
遠
望
す
る
の
に
対
し、
西
院
像
は
堂
内
で

見
上
げ
る
た
め
に
自
の
位
置
を
下
げ
る
必
要
が
あっ
た
の
だ
ろ
う。
そ
れ

が
鼻
の
短
き
と
し
て
印
象
づ
け
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い。

鼻
の
短
さ
が
目
を
下
げ
た
結
果
で
あ
り、
そ
れ
が像
に
対
す
る
視
点
の

違
い
に
起
因
す
る
も
の
と
す
れ
ば、
西
院
像
と
平
等
院
像
の
聞
に
は
作
風

上
の
差
は
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う。
多
く
の
寸
法
上
の
一
致
ま
た
は
近
似

は
両
像
が
同
一
寸
法
で
設
計
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り、
毛
利
氏
の

「
恐
ら
く
今
日
の
鳳
風
堂
本
尊
に
最
も
酷
似
し
た」
も
の
と
の
想
定
は
十

分
納
得
で
き
る。
西
院
像
は
遅
く
と
も
天
喜
二
年
に
は
完
成
し
て
お
り、

天
喜
元
年
作
の
平
等
院
像
と
は
ほ
と
ん
ど
同
時
期
で、
そ
の
聞
に
大
き
な

様
式
展
開
が
あ
っ

た
と
は
考
え
に
く
い。

（舵2）
（
図
I）

一 回 一

と
こ
ろ
で
毛
利
氏
は
両
像
の
す
法
的
近
似
の
背
景
と
し
て
木
割
法
の
存

在
を
想
定
さ
れ
て
い
る。
こ
の
場
合、
木
割
法
と
は
単
な
る
寄
木
造
の
技

術
で
な
く、
「

細
部
寸
法
の
結
果」
を
伴
う
木
割
法
も
し
く
は
造
像
比
例

法
を
意
味
す
る。
こ
の
点
を
少
し
考
え
て
お
こ
う。

本
格
的
な
造
像
比
例
法
の
記
録
上
の
初
見
は
久
寿
二
年
頃
と
推
定
さ
れ

る
『

十
六
羅
漢
記』
所
収
「

仏
の
す
法L
で
あ
り、
実
際
の
作
品
の
上
で

い
わ
ゆ
る
錐
点
に
よ
っ

て
造
像
比
例
の
存
在
が
確
認
で
き
る
例
は
今
の
と

こ
ろ
鎌
倉
時
代
を
遡
り
得
な
い。

（並立
「

仏
の
寸
法」
も
錐
点
保
有
像
も

口
の
位
置
を
重
視
し
て
お
り、
髪
際
1

口
を
髪
際
高
の
十
分
の
一
（
坐
像

で
は
五
分
の
一）
の
基
準
単
位
と
し
て
い
る。
口
の
位
置
は
作
例
に
よ
り

唇
中
心、
下
唇
端、
唇
下
な
ど
が
あ
り、
試
み
に
実
測
図
に
よ
り
平
等
院
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平等院像 （左） に比べ眉 ・ 目 の位置が低 く 面幅が わずかに広い。

像
の
髪
際
1

口
を
求
め
る
と
そ
れ
ぞ
れ
三
人
・

五
セ
ン
チ、
四
一
・

O
セ

ン
チ、
四
二
・

五
セ
ン
チ
と
な
り、
髪
際
高
二
四
0
・

六
セ
ン
チ
と
の
関

係
は
六
・

二
五
分
の
つ
五
・

八
七
分
の
一、
五
・

六
六
分
の
一
と
な
っ

て
ど
れ
も
基
準
と
は
な
り
に
く
い。
こ
れ
と
は
別
に
髪
際
l

顎
が
髪
際
高

の
八
分
の
一
に
な
る
比
例
法
も
あ
る
よ
う
だ
が、

（誰 4）
平
等
院
像
の
髪
際

ー
顎
は
五
一
・

四
セ
ン
チ
（
四
・

六
八
分
の
こ
で
や
や
小
さ
い。
こ
れ

ら
の
点
か
ら
考
え
て
平
等
院
像
の
各
部
が
比
例
的
な
相
関
関
係
に
あ
る
と

t、
、
ふE、。

トbuド
・v
－V
神的宍
－v

毛
利
説
に
は
多
少
の
問
題
が
あ
る
と
は
い
え、
平
等
院
像
を
も
っ
て
定

朝
様
式
の
典
型
と
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い。
「

仏
の
本
様」
と
評
さ
れ

た
西
院
像
が
そ
の
後
の
仏
像
の
規
範
と
し
て
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

一 （同

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は、
各
々
の
像
と
平
等
院
像
と
の
類
似
点
を
探
る

こ
と
で
解
明
の
糸
口
が
掴
め
る
訳
で
あ
る。

（ニ）
法
道
寺
阿
弥
陀
如
来
像
の
計
測
値

大
阪
府
堺
市
に
あ
る
法
道
寺
阿
弥
陀
加
来
像
は
来
歴
は
不
明
な
が
ら
十

二
世
紀
後
半
に
遡
る
優
品
で
あ
る。
（註5）

（
写
真
1）
堺
市
博
物
館
に
展

観
さ
れ
て
は
じ
め
て
知
っ
た
像
だ
が、
等
身
像
に
し
て
は
頭
部
が
小
さ
め

で
一
見
し
て
平
等
院
像
の
縮
小
版
で
は
な
い
か
と
の
印
象
を
持
っ
た。
像

容
の
面
で
も
定
印
の
組
み
方
が
指
を
交
E
に
挟
む
平
等
院
像
と
同
型
式
で

あ
り、
類
例
の
少
な
い
八
角
裳
懸
座
で
あ
る
こ
と
も
注
意
を
引
い
た。

（
写
真
2）
西
院
像
が
裳
懸
座
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り、
平
等
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法道寺阿弥陀如来像写真 1法道寺阿弥陀如来像裳懸部写真 2

院
像
に
も
裳
懸
の
痕
跡
が
あ
っ
て
法
道
寺
像
が
こ
れ
ら
の
定
朝
仏
と
何
ら

か
の
関
係
が
あ
り
そ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る

。

今
回 、

寺
側
の
好
意
に
よ
り

調
査
の
機
会
を
得
た
の
で
西
院
像
の
計
測

表
に
な
ら
っ
て
計
測
し
て
み
た

。

そ
の
結
果
を
以
下
に
掲
げ
る 。
（
表
E）

表
中
の
右
側
に
西
院
像 、

平
等
院
像
の
計
測
値
を
記
し
た

。

括
弧
内
の
数

字
は
各
像
が
法
道
寺
像
の
何
倍
で
あ
る
か
を
示
す 。

各
数
字
は
多
少
パ
ラ

っ
き
は
あ
る
も
の
の
平
均
す
る
と
約
三
・

二
倍
と
な
る 。

こ
れ
を
基
準
と

し
て
西
院
像 、

平
等
院
像
の
相
違
点
に
注
目
す
る
と 、

膝
高 、

膝
張
は
西

院
像
に
近
く 、

而
部
の
う
ち
而
幅 、

耳
張
は
平
等
院
像
に
よ
り
近
い

。

ま

た
西
院
像
の
特
徴
で
あ
る
髪
際
1

眉 、

髪
際
l

険
に
つ
い
て
は
前
者
が
平

等
院
像
に 、

後
者
が
西
院
像
に
近
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た

。

伍

以
上
の
こ
と
か
ら
法
道
寺
像
の
製
作
に
あ
た
っ
て
西
院
像
な
ど
定
朝
仏

の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
強
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

。

定
朝
仏
の
計
測
は
院
朝
の
ほ
か
康
助
も
行
な
っ
て
お
り 、

そ
れ
ら
の
計
測

表
が
転
写
さ
れ
な
が
ら
各
仏
所
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る

。

そ
れ
が
適
宜
縮
尺
さ
れ
各
種
の
造
像
に
利
用
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う 。

こ
こ
で
法
道
寺
像
に
ど
ん
な
縮
尺
法
が
用
い
ら
れ
た
か
を
推
測

し
て
お
こ
う 。

丈
六
像
を
二
等
分
し
て
八
尺
像 、

さ
ら
に
そ
れ
を
二
等
分
し
て
四
尺
像

と
す
る
の
は
簡
単
だ
が 、

法
道
寺
像
は
髪
際
高
七
六
・

一

セ
ン
チ
で
約
二

尺
五
寸 、
立
像

な
ら
五
尺
の
等
身
像
で
あ
る

。

こ
れ
は
丈
六
像
の
三
・

二

分
の
一

に
相
当
し 、

縮
尺
計
算
は
一

見
複
雑
そ
う
で
あ
る

。

縮
尺
を
簡
便
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音E 位 法 道 寺 像 西 院 像 近似比較 平 等 院 像
寸 法 寸 法 比 率 西 平 寸 法 比 率

髪際高 76.1 cm 242.4 cm × 3.19 。 240.6 cm × 3.16 

髪際～胸乳 42.5 cm 135.2 cm x 3.18 。 134.4 cm × 3.16 

髪際～腹線 46.6 cm 153.0 cm x 3.28 。 152.6 cm × 3.27 

屑 張 46.4 cm 141.2 cm X 3.04 141.6 cm × 3.05 

肘張 53.6 cm 170.6 cm × 3.18 。 166.8 cm × 3. 1 1  

膝張 72.6 cm 233.3 cm × 3.21 。 226.5 cm x 3.12 

両足先 間 51.2 cm 166.7 cm X 3.26 。 。 166.8 cm X 3.26 

髪際～顎 16.1 cm 51.5 cm X 3.2Q 。 。 51.4 cm × 3.19 

面幅 16.6 cm 54.5 cm X 3.28 。 53.4 cm × 3.22 

耳張 21.8 cm 70.9 cm × 3.25 。 69.4 cm × 3.18 

首中品 12.6 cm 43.9 cm x 3.48 42.7 cm × 3.39 

両 目 頭間 3.0 cm 8.5 cm X 2.83 10.2 cm × 3.40 

小鼻張 4.1 cm 12.7 cm × 3.10 。 12.9 cm X 3.15 

髪際～眉 2.8 cm 9.7 cm × 3.46 。 8.9 cm X 3.18 

髪際～上験 6.1 cm 19.4 cm × 3.18 。 18.0 cm X 2.95 

二道幅 （合計） 4.4 cm 15.2 cm × 3.45 15.8 cm × 3.59 

（平均） 3.22 （平均） 3.21 

法道寺阿弥陀如来像法量表 （西院像、 平等院像 と の比較 O良 く 似て い る 、 O似 て い る ）表 E

に
行
な
う
一

家
と
し
て
縮
尺
も
の
さ
し
を
作
る
方
法
を
考
え
て
み
よ
う 。

ま
ず
一

寸
六
分
を
一

寸
と
す
る
も
の
さ
し
を
作
り 、
各
数
値
を
計
り

直
す 。

こ
れ
に
よ
り
丈
六
像
の
寸
法
は
特
別
尺
の
一

O
尺
に
換
算
さ
れ
る

。

こ
の

数
値
を
そ
の
ま
ま
普
通
尺
で
用
い
れ
ば
一

O
尺
像
に 、

二
等
分 、

つ
ま
り

寸
を
五
分
と
す
れ
ば
五
尺
像
に
な
る

。

ま
た 、

六
尺
像
や
三
尺
像
を
造

る
の
も
一

寸
を
六
分 、

三
分
に
換
算
す
る
こ
と
で
容
易
に
解
決
で
き

ヲゐ。
（
設6）

法
道
寺
像
は
た
と
え
ば
安
楽
寿
院
像
と
比
べ
る
と
甘
美
な
親
し
み
易
さ

は
無
く 、

幾
分
明
快
で
取
り
す
ま
し
だ
よ
う
な
感
じ
が
あ
る 。

し
か
も 、

大
き
め
の
肉
醤 、
横
に
広
い
額
な
ど
平
等
院
像
を
思
わ
せ
る
部
分
も
あ
り 、

寸
法 、

形
状
の
面
だ
け
で
な
く
造
形
的
に
も
定
朝
仏
を
意
識
し
て
い
る
こ

供） ー

と
が
認
め
ら
れ
よ
う 。
（
写
真
3）

こ
の
よ
う
に
定
朝
仏
の
面
影
を
と
ど法道寺阿弥陀如来像頭部写真 3



め
た
仏
像
は
十
二
世
紀
頃
の
諸
像
中
に
少
か
ら
ず
存
在
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る。

信）
定
朝
様
式
継
承
の
諸
相

定
朝
が
完
成
し
た
様
式
は
子
息
の
覚
助
と
弟
子
の
長
勢
に
受
け
継
が
れ

た。
覚
助
の
作
品
は
現
存
し
な
い
が、
『

古
事
談』
の
逸
話
に
よ
れ
ば
定

朝
も
認
め
る
ほ
ど
の
名
手
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら、
平
等
院

雲
中
供
養
菩
薩
中
で
も
と
く
に
出
来
の
良
い
北
二
十
五
号
に
彼
の
作
風
を

想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う。

在工
長
勢
の
作
風
は
広
隆
寺
日
光
・

月
光
書
薩
像
に
見
る
通
り、
構
成
に
や
や
弱
さ
は
あ
る
も
の
の
肉
身
の
丸

味、
彫
り
込
み
の
浅
い、
し
か
し
明
快
な
形
の
表
現
は
定
朝
に
通
じ
る
も

の
で
あ
る。
彼
が
定
朝
没
後
の
造
仏
界
で
重
き
を
な
し
た
の
も
当
然
の
こ

と
と
領
け
る。
こ
の
定
朝
継
承
の
第
一
世
代
に
対
し、
第
二、
第
三
の
世

代
と
な
る
と
そ
の
作
風
に
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
な
差
異
が
現
れ
て
来
る。

長
勢
の
子、
円
勢
に
つ
い
て
は
最
近
仁
和
寺
旧
北
院
薬
師
加
来
像
が
発

見
さ
れ
て
そ
の
作
風
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た。
北
院
像
は
円
勢
が
法

院
位
に
登
っ
た
翌
年、
康
和
五
年
（
一
一
O一二）
に
長
子
長
円
と
と
も
に

造
立
し
た
も
の
で、
い
わ
ば
彼
の
円
熟
期
の
作
風
を
示
し
て
い
る
と
い
え

ょ
う。
そ
の
形
態
は
平
等
院
像
と
は
違
い
頭
体
の
比
例
が
童
形
に
近
く、

之

ず
ん
ぐ

り
と
小
さ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る。
そ
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
小
像

隆崎

と
し
て
の
配
慮
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が、
平
等
院
像
の
伸
び
伸
び
と
し

山

た
肢
体
と
は
大
分
違
う。
顔
付
き
も
童
顔
で、
と
く
に
眉、
目
の
大
き
さ

に
対
し、
鼻 、
口
の
小
さ
い
の
が
目
に
つ
く。
伊
東
史
朗
氏
は
こ
の
作
風

を
康
尚
晩
年
の
作
風
を
伝
え
る
広
隆
寺
千
手
観
音
坐
像
（
寛
弘
九
年、

O
二
一）
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
彼
が
長
勢
の
影
響
か
ら
脱
し、
「

康
尚

様
式
に
独
特
の
お
ぼ
ろ
な
感
覚
を
採
り
入
れ
て、
定
朝
仏
の
も
つ
明
快
さ

か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に、
彼
独
自
の
和
様
を
求
め
た」
結
果
と
分
析
し
て

い
るo

a旦
そ
れ
は
定
朝
至
上
の
時
代
に
あ
っ
て
危
険
な
賭
け
で
も
あ
っ

た
し、
逆
に
い
え
ば
彼
の
自
信
の
顕
れ
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

円
勢
の
二
人
の
息
子
の
う
ち
長
円
は
安
楽
寿
院
阿
弥
陀
知
来
像
を
彼
に

近
い
作
品
と
見
る
な
ら
ば、

（議 9｝
そ
の
作
風
は
定
朝
様
式
を
踏
襲
す
る
も

の
で
あ
る。
し
か
し、
そ
こ
に
は
平
等
院
像
の
よ
う
な
明
快
な
張
り
の
あ

る
造
形
は
姿
を
消
し、
繊
細
化、
形
式
化
が
進
み、
造
形
的
な
甘
さ
が
現

一 （七） ー

れ
て
い
る。

賢
円
に
関
し
て
は
作
品
は
伝
わ
ら
な
い
も
の
の、
先
述
し
た
『

長
秋
記』

の
記
事
が
彼
の
作
風
を
推
測
す
る
ヒ
ン
ト
に
な
る。
当
時
彼
は
鳥
羽
御
堂

の
造
仏
を
担
当
し
て
お
り、
そ
の
製
作
中
の
検
分
で
鼻
が
「

短
小」
と
の

批
評
を
受
け
た。
こ
れ
に
対
し
源
師
時
が
西
院
邦
恒
堂
の
仏
像
を
例
示
し

て
取
り
な
す
の
だ
が、
鳥
羽
御
堂
の
造
営
は
平
等
院
と
三
条
俊
網
堂
に
範

が
求
め
ら
れ
て
お
り、
仏
像
の
モ
デ
ル
も
両
寺
の
仏
像
で
あ
っ

た
か
と
思

わ
れ
る。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
よ
っ
て
西
院
像
も
鼻
が
短
い
こ
と
が
わ
か

り、
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
す
法
的
に
確
認
で
き
た。
し
か
し、
賢
円
の

仏
像
の
鼻
が
「

短
小」
な
の
は
彼
が
独
断
で
西
院
像
を
モ
デ
ル
に
し
た
結

果
で
は
な
く、
円
勢
の
北
院
像
に
見
る
よ
う
に
彼
が
円
勢
か
ら
受
け
継
い
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だ
父
子
共
通
の
造
形
的
性
格
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か。
そ
れ
は

伊
東
氏
の
見
解
に
し
た
が
え
ば
康
尚
を
原
点
と
す
る
も
の
で
あ
る
が、
彼

ら
の
肉
体
的
特
徴
な
ど
に
起
因
す
る
造
形
的
な
癖
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ

ぅ。
こ
う
し
て
見
る
と、
長
勢
の
系
統
で
あ
る
三
人
の
仏
師
の
う
ち、
長

勢
の
作
風
を
継
ぐ
の
は
長
円
の
み
で、
他
は
独
自
の
方
向
を
模
索
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

一
方、
覚
助
の
子
と
伝
え
ら
れ
る
頼
助、
院
助
に
は
作
品
も
作
風
を
想

像
さ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
無
い
が、
頼
助
の
子
康
助、
院
助
の
子
院
覚
に

は
判
断
材
料
が
あ
る。
康
助
の
作
風
に
つ
い
て
は
武
笠
朗
氏
の
論
考
が
参

考
に
な
る。
韮日

彼
は
奈
良
に
基
盤
を
置
き
な
が
ら
中
央
で
も
通
用
す
る

保
守
性
を
持
っ
て
い
た。
ま
た、
古
典
造
形
や
図
像
に
つ
い
て
の
関
心
も

高
く、
そ
れ
が
彼
の
作
風
に
も
反
映
し
て
い
る
と
い
う。
そ
し
て、
彼
の

作
品
と
し
て
高
野
山
谷
上
大
日
堂
大
日
如
来
像
を
提
示
す
る。
こ
の
像
は

部
分
的
に
の
ち
の
慶
派
に
通
じ
る
要
素
を
持
ち
な
が
ら
も
基
本
的
に
は
定

朝
様
式
を
継
ぐ

も
の
で
あ
り、
そ
の
忠
実
度
は
安
楽
寿
院
像
を
越
え
て
い

る。
彼
は
日
野
新
堂
の
造
仏
に
際
し
定
朝
作
と
推
定
さ
れ
る
旧
仏
の
採
寸

を
行
な
っ
て
お
り、
こ
の
定
朝
研
究
が
彼
の
作
風
形
成
に
反
映
し
て
い
る

こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る。

院
覚
に
つ
い
て
は
作
品
と
記
録
の
両
面
か
ら
定
朝
へ
の
傾
倒
ぶ
り
が
知

ら
れ
る。
彼
の
作
品
と
さ
れ
る
法
金
剛
院
阿
弥
陀
如
来
像
（
大
治
五
年、

一
一一二
O）
は
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
別
に
し
て
顔
の
造
作
は
平
等
院
像
と

良
く

似
て
い
る。
彼
は
平
等
院
の
仏
像
を
定
朝
作
と
鑑
定
し
た
り、
院
朝

に
よ
る
西
院
像
の
計
測
に
立
ち
会
う
な
ど
定
朝
研
究
者
と
し
て
も
認
め
ら

れ
て
い
た
よ
う
で、
そ
の
成
果
が
法
金
剛
院
像
の
表
情
に
反
映
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う。
た
だ
全
体
に
表
現
は
硬
く
単
調
で、
造
形
水
準
の
点
で
は

平
等
院
像
に
遠
く
及
ば
な
い。

以
上
の
こ
と
か
ら
当
時
の
造
仏
界
で
定
朝
様
式
を
積
極
的
に
継
承
し
ょ

う
と
し
た
の
は
中
心
的
勢
力
で
あ
っ
た
長
勢
系
の
円
派
で
は
な
く、
覚
助

系
の
康
助
や
院
覚
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る。
そ
れ
は
長
勢
が
弟
子

で
あ
る
の
に
対
し、
彼
ら
が
定
朝
の
血
統
を
引
く
こ
と
か
ら
当
然
の
こ
と

の
よ
う
に
見
え
る
が、
定
朝
の
様
式
を
継
承
し
う
る
条
件
と
し
て
は
む
し

ろ
長
勢
系
の
方
が
恵
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る。

長
勢
系
は
各
世
代
の
仏
師
の
活
躍
期
が
重
な
っ
て
い
て
直
接
的
に
そ
の

一 同 一

造
形
的
遺
産
を
手
渡
す
こ
と
が
で
き
た。
彼
ら
は
定
朝
を
知
識
と
し
て
で

な
く
度
膚
感
覚
的
に
授
受
で
き
た
は
ず
で
あ
る。
そ
の
い
わ
ば
体
質
化
し

た
定
朝
的
造

形｜｜
球
体
を
基
本
と
し、
そ
こ
に
最
小
限
の
高
低
差
で
表

さ
れ
た
微
妙
な
表
面
造
形

｜｜
を
土
台
と
し
な
が
ら
も
そ
こ
に
安
住
す
る

こ
と
な
く
定
朝
と
は
一
味
違
っ
た
繊
細
・
優
美
な
表
現
に
到
達
し
た。
そ

れ
が
院
政
期
の
美
意
識
に
も
適
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う。

こ
れ
に
対
し
覚
助
系
で
は
彼
が
比
較
的
早
く
没
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
第

二、
第
三
世
代
と
の
連
絡
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る。
た
と
え
ば
長
勢
の
子
円
勢
が
法
橋
位
に
つ
く
の
は
長
勢
が

亡
く
な
る
八
年
前
の
こ
と
だ
が、
院
助
は
覚
助
の
没
年
と
同
時、
頼
助
に

い
た
っ
て
は
没
後
二
六
年
も
か
か
っ
て
い
る。
頼
助
系
（
康
助
｜

康
朝）



は
そ
の
後
奈
良
に
活
動
の
場
を
移
し、
徐
々
に
定
朝
様
式
か
ら
離
れ
て
鎌

倉
新
様
式
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
こ
こ
で
は
問
題
外
だ
が、
院
助

系
の
院
覚
の
場
合、
院
助
の
没
後
二
二
年
も
経
て
法
橋
に
な
っ
て
い
る。

彼
の
最
初
の
事
跡
が
記
録
上
現
れ
る
の
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
が、
そ
れ
で

も
院
助
没
後
六
年
の
こ
と
で
あ
る。
院
覚
が
た
と
え
定
朝
の
血
筋
を
引
く

と
し
て
も
様
式
継
承
の
点
で
は
断
絶
が
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な

ぃ。
む
し
ろ、
こ
の
よ
う
な
不
利
な
条
件
下
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ、
彼
が

造
形
的
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
の
必
要
を
感
じ、
そ
れ
が
定
朝
研
究
へ
向
か
わ
せ

る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う。
た
だ
残
念
な
が
ら、
彼
の
定
朝
研
究
は

造
形
技
術
の
段
階
に
は
至
ら
ず、
形
式
上
の
問
題
に
と
ど
ま
り、
い
わ
ば

知
識
の
集
積
の
域
を
出
な
か
っ
た。
だ
か
ら
定
朝
仏
の
観
察
に
お
い
て、

彼
は
線
的
な
形
は
把
握
で
き
て
も
微
妙
な
面
の
感
じ
ま
で
は
掴
め
な
か
っ

た。
そ
れ
が
法
金
剛
院
像
の
硬
さ
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う。

一
般
に
絵
画
の
模
写
で
は
線
で
表
さ
れ
る
形
お
よ
び
形
相
互
の
関
係
を

正
確
に
写
せ
ば
よ
い。
し
か
し
立
体
造
形
で
あ
る
彫
刻
で
は
線
の
よ
う
に

見
え
る
の
は
す
べ
て
そ
の
両
側
に
展
開
す
る
微
妙
な
傾
斜
面
の
接
点
で
あ

る。ま
た
線
的
な
形
で
現
れ
な
い
部
分
に
も
複
雑
な
面
の
起
伏
が
あ
る。

こ
れ
ら
の
面
の
詳
細
を
正
し
く
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
模
刻
は
成
功
し
な

ぃ。
法
金
剛
院
像
で
は
輪
郭
線
の
よ
う
に
見
え
る
目
や
唇
の
形
は
似
せ
る

之

こ
と
が
で
き
た
が、
そ
れ
ら
の
背
後
に
横
た
わ
る
面
の
起
伏
が
再
現
で
き

隆自奇

て
い
な
い。
そ
の
た
め
に
や
や
生
命
感
に
欠
け
る
硬
い
表
現
に
な
っ
て
し

山

ま
っ
た
の
で
あ
る。

結
び
に
か
え
て

定
朝
以
後
の
仏
師
達
に
と
っ
て
定
朝
受
容
の
仕
方
に
は
直
接
的、
間
接

的
の
違
い
が
あ
る
と
と
も
に
そ
の
対
応
に
も
微
妙
な
差
が
あ
る。
そ
れ
が

一
口
に
定
朝
様
式
と
さ
れ
る
仏
像
の
聞
に
も
現
れ、
多
様
な
作
風
が
展
開

さ
れ
る。
法
道
寺
像
は
そ
の
よ
う
な
定
朝
様
式
の
仏
像
と
し
て
は
定
朝
志

向
の
強
い
作
品
に
属
し、
様
式
継
承
の
実
態
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
作

例
と
い
え
る。
今
後
さ
ら
に
調
査
が
進
み、
各
種
の
定
朝
痕
跡
を
と
ど
め

る
像
が
発
見
さ
れ
れ
ば
定
朝
様
式
の
実
像
を
探
る
上
で
も、
各
流
派
の
特

質
を
探
る
上
で
も
大
い
に
参
考
と
な
ろ
う。

な
お
調
査
に
あ
た
っ
て
は
法
道
寺
御
住
職
の
ご
高
配
と
堺
市
博
物
館
吉

一 同

原
忠
雄
氏、
張
洋
一
氏
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意

を
表
す。

註

毛
利
久
「

西
院
邦
恒
堂
の
阿
弥
陀
如
来
像」
『

史
越
と
美
術』
一
八

昭
和

1 
十

年

2 

両
像
は
と
も
に
「

尊
容
知
満
月」
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
が、
寸
法
的
に
は
西
院
像

の
方
が
丸
顔
で
よ
り
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る。
こ
れ
を
造
形
的
進
展
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
な
ら
ば 、
西
院
像
は
平
等
院
像
よ
り
後
の
造
立
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う。

拙
稿
「

仏
像
の
造
像
比
例

法｜｜
錐
点
に
つ
い
て」
『

愛
知
県
立
芸
術
大
学
紀
要』

3 
十

昭
和
六
十
二
年

4 

浄
土
寺
阿
弥
陀
知
来
像
で
は
髪
際
高
四
八
六
・

五
セ
ン
チ
に
対
し 、
髪
際
1

顎
六
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二
・

五
セ
ン
チ
で
約
八
分
の一
と
な
る。

5 

堺
市
博
物
館
図
録
「

和
泉
地
方
の
仏
像」
昭
和
六
十
三
年
「

大
坂
の
仏
像」
平
成

年

6 

康
助
の
史
料
中
に
一
様
手
半
（
H

七
す
五
分）
を
単
位
と
す
る
特
殊
な
も
の
さ
し

の
記
事
が
あ
る。
こ
れ
は
仏
師
尺
と
も
呼
ば
れ、
周
丈
六
像
な
ど
の
基
本
尺
と
し
て

用
い
ら
れ
た
か
と
恩
わ
れ
る。
仏
師
た
ち
が
必
要
に
応
じ
て
独
自
な
も
の
さ
し
を
工

夫
し
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る。

7 

水
野
敬
三
郎
「

大
仏
師
定
朝」
『
日
本
の
美
術』
一
六
四

至
文
堂

昭
和
五
十

五
年

8 

伊
東
史
朗
「

仁
和
寺
旧
北
院
本
尊
薬
師
如
来
檀
像
に
つ
い
て」
『

仏
教
芸
術』

七
七

昭
和
六
十
三
年

9 

武
笠
朗
寸

安
楽
寿
院
阿
弥
陀
知
来
像
に
つ
い
てL
『

仏
教
芸
術』
一
六
七

昭
和

十
年

10 

武
笠
朗「
宣
仏
師
康
助
と
高
野
山
谷
上
大
日
堂
！日
在
大
日
如
来
像

仏
教室主2-;z:;; 
術

一
八
九

平
成
二
年

一 （c;） ー


